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朝
鮮
被
虜
人
と
殉
死 

 
 
 
 

服
部
英
雄
（
九
州
大
学
） 

東
北
ア
ジ
ア
文
化
学
会
（
１
１
／
２
９
釜
慶
大
学
）
報
告
要
旨
「
前
近
代
日
本
の
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ

ン
・
コ
リ
ア
タ
ウ
ン
」
よ
り
一
部 

 

１ 

 

九
州
・
山
口
の
沿
岸
部
に
ト
ウ
ボ
ウ
と
い
う
地
名
が
か
な
り
あ
っ
て
、
唐
人
街
と
考
え
て
い
る
。

日
本
で
は
高
麗
人
を
も
ま
た
唐
人
と
よ
ん
だ
。 

 

平
安
時
代
に
高
麗
は
宋
と
の
朝
貢
貿
易
を
行
っ
た
が
、
日
本
商
人
は
高
麗
に
往
反
し
取
引
を
行

っ
て
い
た
。『
朝
野
群
載
』
に
載
せ
る
承
暦
四
年
（
一
〇
八
〇
）
三
月
五
日
大
宰
府
解
に 

 

「
商
人
往
反
高
麗
国
、
古
今
之
例
也
、
因
茲
去
年
当
朝
商
人
王
則
貞
、
為
交
関
罷
向
彼
州
」 

と
あ
る
。
日
本
商
人
が
高
麗
を
往
反
し
て
い
る
。「
当
朝
商
人
王
則
貞
」
と
あ
る
け
れ
ど
、
日
本

固
有
の
姓
に
は
王
と
い
う
苗
字
（
姓
）
は
な
い
。
中
国
人
の
二
世
三
世
が
日
本
商
人
と
し
て
高
麗

貿
易
を
行
っ
て
い
た
。 

高
麗
商
人
側
の
日
本
に
お
け
る
活
動
も
あ
っ
た
。『
百
錬
抄
』
と
い
う
書
物
の
平
治
元
年
（
一
一
五
九
）

八
月
二
日
条
に 

 

「
陣
定
。
竃
門
宮
焼
亡
并
高
麗
商
人
□
□
」）。 

と
あ
る
。 

 

高
麗
は
中
国
（
宋
）
と
朝
貢
貿
易
を
し
、
日
本
は
そ
の
枠
外
で
あ
る
か
ら
、
国
家
間
で
は
交
流

（
貿
易
）
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
近
藤
剛
「
日
本
高
麗
関
係
史
の
研
究
」 
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が
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
金
海
府(

金
州)

に
は
対
日
迎
接
用
の
館
舎
で
あ
る
東
南
海
都
部
署(
一

二
世
紀
末
ま
で)

、
金
州
防
禦
使(

一
三
世
紀
以
降)

が
あ
っ
て
、
日
麗
交
渉
の
窓
口
と
な
っ
て
い
た
。 

日
本
側
は
大
宰
府
な
い
し
対
馬
島
司
あ
る
い
は
そ
れ
を
偽
装
し
た
民
間
が
交
易
を
行
っ
て
い
た
。 

九
州
・
山
口
の
沿
岸
部
に
見
え
る
い
く
つ
か
の
唐
房
（
唐
坊
）
地
名
の
中
に
は
高
麗
人
街
（
コ
リ

ア
タ
ウ
ン
）
が
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
。 

 

そ
の
２ 

日
本
の
中
の
唐
人
町
・
高
麗
町 

 

交
流
が
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
中
世
に
も
交
流
は
あ
っ
た
。
一
六
世
紀
の
段
階
に
な
る
と
、
鎖

国
の
体
制
に
な
っ
た
か
ら
窓
口
は
対
馬
に
な
っ
た
。 

 

唐
人
町
と
い
う
地
名
は
直
接
に
は
交
流
を
示
さ
な
い
。
中
世
の
唐
房
（
唐
坊
）
は
唐
人
町
と
い

http://www.chuo-u.ac.jp/chuo-u/gsletters/pdf/20110831_01.pdf
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う
名
前
に
な
る
。
日
本
の
各
地
に
唐
人
町
地
名
が
残
る
。
こ
れ
は
チ
ィ
ナ
タ
ウ
ン
・
コ
リ
ア
タ
ウ

ン
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
と
み
る
。 

伝
承
を
見
る
と
、
唐
人
町
の
由
来
は
、A

中
国
人
系
、B

朝
鮮
人
系
に
分
か
れ
、B

 

朝
鮮
人
は

B
-1

壬
辰
倭
乱
・
丁
酉
再
乱
（
文
禄
慶
長
の
役
）
の
お
り
に
日
本
に
連
れ
て
こ
ら
れ
た
と
い
う
伝

承
を
も
つ
も
の
と
、B-2

そ
れ
以
外
の
朝
鮮
人
居
住
に
由
来
す
る
も
の
と
が
あ
る
。日
本
で
は「
唐
」

と
い
う
こ
と
ば
に
は
高
麗
・
朝
鮮
も
含
め
て
お
り
、
唐
人
と
は
中
国
お
よ
び
朝
鮮
を
指
す
場
合
が

あ
っ
た
か
ら
、
唐
人
町
に
は
高
麗
人
街
も
含
ま
れ
て
い
る
。
町
名
に
は
高
麗
町
も
あ
る
し
、
熊
本

市
に
は
蔚
山
町
が
あ
る
。 

ほ
か
、
い
わ
れ
が
分
か
ら
な
い
も
の
は
Ｃ
と
し
た
。
以
下
別
表
の
よ
う
に
、
日
本
の
唐
人
町
を

分
類
し
て
み
た
（
別
表
参
照
）。 

  

そ
の
３ 

被
虜
人
た
ち
の
境
遇
・
殉
死
し
た
人
た
ち 

 

伝
承
に
よ
れ
ば
壬
辰
倭
乱
・
丁
酉
再
乱
に
よ
っ
て
日
本
に
居
住
し
た
朝
鮮
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
町

が
多
か
っ
た
。
福
岡
の
唐
人
町
は
『
筑
前
国
続
風
土
記
』（
貝
原
益
軒
編
纂
、
１
６
８
８
〜
１
７
０
９
）
に

は
「
始
め
高
麗
人
住
せ
り
」
と
あ
る
の
み
で
、
町
の
起
源
は
わ
か
ら
な
い
。
む
し
ろ
唐
人
町
以
外
に
も
被

虜
人
が
い
た
。
福
岡
・
薬
院
・
安
養
院
の
住
持
、
心
誉
は
朝
鮮
全
羅
道
白
山
安
養
院
の
住
僧
だ
っ
た
が
、

黒
田
長
政
家
臣
に
囚
（
と
ら
わ
）
れ
て
、
薬
院
の
草
庵
に
住
み
、
朝
鮮
の
寺
の
名
を
取
っ
て
安
養
院
と
し

た
。
朝
鮮
の
と
ら
わ
れ
人
の
多
く
は
こ
の
寺
に
葬
ら
れ
た
の
で
、
朝
鮮
人
の
墓
が
多
い
と
あ
る
。
同
じ
く

薬
院
・
香
正
寺
の
日
延
も
朝
鮮
の
囚
だ
っ
た
と
あ
る
。 

 

『
筑
前
国
続
風
土
記
拾
遺
』（
青
柳
種
信
編
纂
・
１
８
１
４
〜
）
唐
人
町
の
項
に
は
、
「
七
月
盆
供
養
を

こ
の
町
に
限
っ
て
一
九
、
二
〇
日
の
両
夜
、
灯
籠
を
と
も
す
、
こ
れ
は
唐
人
供
養
の
た
め
だ
と
し
て
い
る
。

日
本
の
習
慣
で
は
七
月
一
五
日
前
後
で
あ
っ
た
。「
唐
人
の
末
孫
と
い
っ
て
、
町
内
に
住
む
も
の
も
い
る
が
、

書
類
が
な
い
の
で
わ
か
ら
な
い
」
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
こ
ろ
に
は
す
で
に
唐
人
な
の
か
日
本
人
な
の
か
も

わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
た
。 

 

朝
鮮
か
ら
の
被
虜
人
技
術
者
は
初
期
に
は
そ
の
技
術
を
生
業
と
し
、
年
貢
免
除
な
ど
の
特
典
を
得
て
い

た
（
高
知
の
豆
腐
、
唐
津
の
晒
な
ど
）。
朝
鮮
の
産
業
を
保
護
し
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
朝
鮮
風
の
名
前

や
風
俗
を
以
後
の
何
世
代
に
も
亘
っ
て
維
持
す
る
こ
と
は
困
難
だ
っ
た
。 

 

そ
う
し
て
朝
鮮
風
俗
を
失
っ
た
居
住
区
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
が
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
朝
鮮
の
習
慣
・

民
俗
、
名
前
を
変
え
な
か
っ
た
唯
一
の
居
住
区
が
あ
る
。
薩
摩
国
（
い
ま
の
鹿
児
島
県
）
苗
代
川
で
あ
る
。
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彼
ら
が
焼
い
た
焼
き
物(

薩
摩
焼)

を
薩
摩
藩
は
朝
鮮
陶
工
が
焼
い
た
高
品
質
の
も
の
と
し
て
、
高
い
付
加

価
値
を
つ
け
て
い
た
。
ま
た
薩
摩
（
鹿
児
島
藩
）
は
密
貿
易
を
行
っ
て
い
た
の
で
、
苗
代
川
の
人
た
ち
を

朝
鮮
通
事
（
通
司
・
通
訳
）
に
任
じ
て
、
禄
を
与
え
て
い
た
。
保
護
で
も
あ
っ
た
が
隔
離
で
も
あ
っ
た
。 

 

か
れ
ら
は
島
津
家
文
書
・
薩
摩
勝
景
百
図
に
み
る
よ
う
に
朝
鮮
の
衣
装
を
ま
と
い
、
名
前
も
朝
鮮
風
の

ま
ま
で
変
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
被
虜
人
の
意
識
に
つ
い
て
、
二
点
を
手
が
か
り
に
考
え
て
み
た
い
。

第
一
は
萬
暦
四
十
五
年
（
１
６
１
７
）
五
月 

日
朝
鮮
国
礼
曹
俘
虜
刷
還
告
文
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
丁
未

の
年
（
１
６
０
７
）、
十
年
前
に
刷
還
し
た
人
々
の
処
遇
を
述
べ
て
い
る
。 

「
国
家
於
刷
還
人
口
特
施
寛
典
丁
未
年
間
使
並
令
免
罪
、
至
於
有
役
者
免
役
、
公
私
賤
則
免
賤
完
復
」 

と
あ
る
。
日
本
に
い
た
人
々
は
罪
人
で
あ
り
、
役
が
あ
っ
た
し
、
賤
民
に
落
と
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
っ

た
。 

 

被
虜
人
が
「
罪
人
」
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
こ
と
自
体
が
日
本
に
協
力
し
た
罪
で

あ
る
と
見
な
さ
れ
た
か
ら
だ
。
そ
う
い
う
意
味
だ
と
考
え
る
。
国
家
に
反
逆
し
、
自
ら
の
意
志
で
日
本
に

行
っ
た
と
み
な
さ
れ
た
。
日
本
側
（
豊
臣
軍
）
も
飴
と
笞
で
懐
柔
し
、
強
要
し
た
。
飴
を
舐
め
た
人
も
い

た
の
で
あ
ろ
う
。
豊
臣
軍
の
引
き
上
げ
に
際
し
、
戦
争
協
力
者
た
る
親
日
派
と
さ
れ
る
か
ら
、
朝
鮮
に
は

い
ら
れ
ず
、
日
本
に
亡
命
し
た
の
で
は
な
い
か
。
朝
鮮
国
か
ら
す
れ
ば
罪
人
だ
っ
た
が
、
帰
国
す
れ
ば
罪

を
許
す
と
し
て
い
る
。「
罪
」
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
償
う
「
役
」（
し
ご
と
、
義
務
、
懲
役
）
が
あ
っ
た
。

朝
鮮
国
に
戻
れ
ば
役
（
懲
役
）
が
待
っ
て
い
た
。 

 

か
れ
ら
は
も
と
も
と
「
賤
」
で
は
な
か
っ
た
。
苗
代
川
に
き
た
四
十
三
人
の
う
ち
、
金
光
は
朝
鮮
王
親

族
で
あ
っ
て
帰
国
し
、
卞
氏
は
晋
州
蓮
郡
を
居
城
と
す
る
豪
族
で
あ
っ
た
か
ら
、
賤
で
は
な
い
。
朴
壽
悦

家
本
『
苗
代
川
由
来
記
』
（
大
武
進
『
薩
摩
苗
代
川
新
考
』
所
収
）
。 

 

苗
代
川
の
子
孫
た
ち
は
被
虜
人
と
な
っ
た
先
祖
（
一
世
）
が
殉
死
し
た
と
伝
え
て
い
る
こ
と
は
、
よ
く

考
え
て
み
た
い
こ
と
で
あ
る
。
殉
死
は
中
国
（
君
臣
）
や
イ
ン
ド
（
夫
婦
）
で
見
ら
れ
る
風
習
で
あ
る
。

日
本
で
も
主
君
の
死
の
お
り
に
、
家
臣
が
後
追
い
自
殺
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
、
「
追
腹
」（
お
い
ば
ら
）
と

い
っ
た
。
腹
と
い
う
の
は
「
腹
を
召
す
」
つ
ま
り
切
腹
の
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
が
近
世
初
頭
（
１
７
世
紀
）

に
異
様
な
ま
で
に
流
行
し
た
。 

朴
壽
悦
家
本
『
苗
代
川
由
来
記
』
に
は 

 

慶
長
三
年
十
二
月
朝
鮮
国
よ
り
男
女
四
十
三
人
が
鹿
児
島
に
着
船
、
姓
は
十
八
姓
、
多
く
は
夫
婦
で
あ
っ

た
。
慶
長
十
六
年
正
月
島
津
義
久
が
逝
去
す
る
と
、
こ
の
う
ち
朴
氏
之
者
が
「
殉
死
仕
候
」 
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と
あ
る
。 

 
朝
鮮
に
は
殉
死
や
切
腹
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
風
習
と
思
う
。
な
ぜ
苗
代
川
の
人
々
が
主
君
（
島
津

氏
）
の
死
に
際
し
て
殉
死
し
た
の
か
は
謎
で
あ
る
。
し
か
し
同
様
の
事
例
が
複
数
あ
る
。 

 

一
人
は
佐
賀
藩
に
仕
え
た
洪
浩
然
で
あ
る
。
洪
浩
然
は
朝
鮮
全
羅
道
晋
州
城
内
の
官
人
の
子
で
あ
っ
た
。

十
二
歳
の
時
、
佐
賀
の
鍋
島
直
茂
軍
に
捕
ら
え
ら
れ
た
。
佐
賀
藩
に
連
行
さ
れ
、
直
茂
と
勝
茂
の
二
代
に

祐
筆
（
記
録
係
）
と
し
て
仕
え
た
。
明
暦
三
年
三
月
二
十
四
日
に
勝
茂
が
没
す
る
と
、
四
月
八
日
に
追
腹

を
切
っ
た
。
七
十
六
歳
。
こ
の
時
の
殉
死
者
は
二
十
六
人
い
た
。
そ
の
殉
死
者
に
さ
ら
に
殉
死
し
た
者
（
「
又

者
」）
も
六
人
い
て
浄
珍
、
太
左
衛
門
、
女
房
の
三
人
に
朝
鮮
人
と
注
記
さ
れ
て
い
る
（
太
左
衛
門
、
女
房

が
朝
鮮
人
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
い
く
ぶ
ん
疑
わ
し
い
）。 

 

江
戸
か
ら
の
情
報
が
伝
え
ら
れ
る
日
数
を
十
五
日
と
す
る
と
、
洪
浩
然
は
勝
茂
死
の
報
に
接
す
る
や
否

や
直
ち
に
死
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
殉
死
の
多
く
は
葬
儀
や
四
十
九
日
の
忌
明
け
（
中
陰
明
け
）
を
待
っ
て

行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
に
較
べ
、
あ
ま
り
に
早
い
。
こ
の
点
の
ほ
か
に
も
、
不
審
な
点
も
な
い
わ

け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
菩
提
寺
阿
弥
陀
寺
で
殉
死
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
自
殺
が
迷
惑
行
為
で
あ
る

こ
と
か
ら
す
れ
ば
不
自
然
に
思
う
。
不
審
な
点
は
あ
る
が
、
そ
の
子
孫
は
追
腹
を
切
っ
た
朝
鮮
人
の
子
孫

と
し
て
顕
彰
さ
れ
た
。
藩
主
の
墓
の
横
に
名
を
刻
ま
れ
、
洪
浩
然
が
帰
国
を
断
念
し
た
後
に
加
増
さ
れ
た

切
米
十
五
石
（
俸
禄
）
が
「
追
腹
」
の
子
孫
に
保
証
さ
れ
て
い
っ
た
。 

 

被
虜
人
一
世
は
少
年
の
身
か
ら
、
日
本
の
大
名
に
養
育
さ
れ
た
。
陶
工
た
ち
は
日
本
国
内(

佐
賀
、
福
岡
、

萩
な
ど)

で
は
優
遇
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
た
だ
し
薩
摩
で
は
録
を
与
え
ら
れ
た
点
で
は
厚
遇
の
は
ず
だ

が
、
実
態
と
し
て
は
、
ツ
ボ
ヤ
ー
と
い
わ
れ
、
低
く
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
い
。 

養
育
し
て
く
れ
た
領
主
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
殉
死
に
到
る

だ
ろ
う
か
。
苗
代
川
の
人
々
は
夫
婦
で
日
本
に
連
れ
て
こ
ら
れ
た
が
、
少
年
洪
浩
然
の
場
合
は
、
異
国
の

地
で
係
累
も
な
い
。
孤
独
で
不
安
で
あ
っ
た
。
か
れ
ら
被
虜
人
一
世
は
異
国
に
お
け
る
不
安
定
な
境
遇
を

克
服
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
殉
死
は
当
時
流
行
し
て
い
た
か
ら
、
殉
死
す
れ
ば
子
孫
が
優
遇
さ
れ
る
こ
と

も
知
っ
て
い
た
。 

 

真
に
殉
死
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
確
か
め
よ
う
が
な
い
け
れ
ど
、
被
虜
人
一
世
の
死
は
殉
死
と
さ
れ
た
。

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
孫
の
地
位
が
向
上
し
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
思
惑
が
あ
っ
た
。

異
境
で
の
将
来
に
は
不
安
が
あ
っ
た
。 

ほ
か
に
も
熊
本
・
加
藤
清
正
に
従
っ
た
金
宦
と
い
う
人
物
も
殉
死
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
確
実
な
史

料
は
な
い
。 

—
—

—
—

—
—

—
—
—

—

・—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—
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別
表 

A

中
国
人
系 

●
神
奈
川
県
（
相
模
国
）
小
田
原
市
唐
人
町 

永
禄
九
年
（
一
五
六
六
）
三
崎(

み
さ
き)

浦
（
現
三
浦
市
）
に
着
船
し
た
唐
人
の
う
ち
、
帰
国

し
な
か
っ
た
者
が
「
小
田
原
に
居
住
。
町
屋
を
給
り
商
人
と
な
る
」
（
「
北
条
記
」「
新
編
相
模
風

土
記
稿
」）。「
慶
七
松
海
槎
録
」（
海
行
載
）
に
は
、
明
・
嘉
靖
年
間
（
一
五
二
二
―
六
六
）
五
〇

余
人
が
小
田
原
に
漂
着
、
三
〇
余
人
は
帰
国
し
た
が
、
一
〇
余
人
は
当
地
に
住
み
、
「
倭
人
名
其

所
住
之
処
曰
唐
人
村
」 

 ●
広
島
県
（
安
芸
国
）
広
島
市
唐
人
町 

「
知
新
集
」
に
「
往
古
バ
ン
セ
イ
と
い
う
唐
人
住
け
る
故
、
よ
べ
り
と
も
い
い
、
又
寛
永
十
七
年
案
紙

帖
に
一
宦
と
い
ふ
唐
人
作
り
も
の
細
工
な
ど
し
、
御
扶
持
方
を
賜
り
、
当
地
に
久
し
く
逗
留
せ
る
よ
し
見

ゆ
」。 

 

●
長
崎
県
（
肥
前
国
）
福
江
市
唐
人
町 

福
江
城
の
北
西
に
あ
る
。
天
文
九
年(

一
五
四
〇)

明
の
王
直
が
来
航
し
て
通
商
を
求
め
た
の
に

対
し
て
、
領
主
（
宇
久
盛
定
）
が
居
住
地
と
し
て
与
え
た
地
で
あ
る
と
い
う
。
明
人(

み
ん
じ
ん)

堂
は
王
直
が
祖
先
の
霊
を
祀
っ
た
廟
堂
と
伝
え
、
卵
塔
形
の
石
碑
と
「
玉
法
童
女
・
生
浄
土
」
と

刻
ま
れ
た
石
碑
が
安
置
さ
れ
る
。 

 ●
大
分
県
（
豊
後
国
）
大
分
府
内 

唐
人
町
、
語
源
へ
の
言
及
な
し 

天
正
十
九
年(

一
五
九
一)

二
月
三
日
参
宮
帳
（
大
分
県
史
料
２
５
） 

唐
人
ま
ち 

ふ
く
ま
ん
（
福
万
）、
か
け
ゆ
（
勘
解
由
） 

＊ 

日
本
人
の
名
前
で
あ
ろ
う
。 

 

●
大
分
県
（
豊
後
国
）
臼
杵
市
・
唐
人
町 

 

元
明
・
三
官
と
い
う
二
人
の
渡
来
人(

明
人)

が
居
住
し
た
こ
と
に
由
来
す
る(

「
臼
杵
博
識
誌
」
臼
杵
藩

政
史
料)

。
参
宮
帳
写(

後
藤
作
四
郎
文
書)

に
臼
杵
唐
人
町
と
み
え
、
天
正
一
七
年(

一
五
八
九)

四
月
三
日

当
町
の
吉
衛
門
尉
ら
が
、
同
一
九
年
な
ど
に
も
当
町
の
者
が
伊
勢
神
宮
を
参
詣
し
て
い
る
。 



 6 

寛
永
七
年
唐
人(

と
う
じ
ん)

町
の
秦
了
知
が
月
桂
寺
鐘
楼
を
建
立 

 

●
宮
崎
県
（
日
向
国
）
都
城
市 

天
正
年
間(
一
五
七
三
―
九
二)

、
明
末
の
戦
乱
を
避
け
て
多
く
の
明
人
が
内
之
浦(

う
ち
の
う
ら)

(

現
鹿

児
島
県
内
之
浦
町)
に
漂
着
し
た
。
こ
れ
ら
の
明
人
た
ち
は
北
郷
氏
の
安
永(

や
す
な
が)

城
下
に
移
さ
れ
て
、

唐
人
町
が
建
設
さ
れ
た
。
文
禄
四
年(

一
五
九
五)

北
郷
時
久
が
薩
摩
国
祁
答(

け
ど
う)

院
に
移
封
さ
れ
る

と
、
唐
人
町
も
祁
答
院
城
下
に
移
さ
れ
、
慶
長
五
年(

一
六
〇
〇)

北
郷
忠
能
が
都
城
へ
復
し
た
と
き
再
び

都
城
へ
帰
り
、
唐
人
町
が
設
営
さ
れ
た
。
元
和
元
年(

一
六
一
五)

領
主
館
が
新
地
へ
移
転
す
る
と
、
唐
人

町
も
再
度
移
転
し
た(

庄
内
地
理
志)
。 

 ●
鹿
児
島
県
（
大
隅
国
）
国
分
市
上
小
川
唐
仁
町 

「
国
分
諸
古
記
」
に
よ
る
と
往
古
唐
船
が
通
航
し
て
い
た
時
、
同
所
に
唐
人
が
居
住
し
て
い
た
こ

と
が
町
名
の
由
来
。
唐
人
の
子
孫
は
林
氏
を
名
乗
っ
た
。
同
氏
の
祖
林
鳳
山
は
明
の
高
官
で
あ
っ

た
が
国
乱
を
避
け
て
日
本
に
渡
り
、
初
め
浜
之
市(

は
ま
の
い
ち)(

現
隼
人
町)

に
住
し
、
の
ち
島

津
義
久
に
召
出
さ
れ
て
唐
仁
町
に
移
っ
た
。 

 

●
鹿
児
島
県
（
大
隅
国
）
東
串
良
町
唐
人
町
（
と
じ
ん
ま
ち
） 

「
高
山
名
勝
志
」
に
よ
れ
ば
、
肝
付
氏
没
落
後
、
当
地
に
き
た
唐
人
弥
藤
・
鎮
頭
の
両
人
が
居
住

し
て
以
来
唐
人
町
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

●
鹿
児
島
県
（
薩
摩
国
）
坊
津
町
久
志
（
く
し
）
唐
人(

と
う
じ
ん)

町 

 

西
の
谷
沿
い
に
中
国
の
人
々
が
住
ん
で
い
た
。 

 

●
鹿
児
島
県
（
大
隅
国
）
根
占 

「
其
河
口
を
港
口
と
い
ふ
、
横
幅
五
十
間
許
、
満
潮
の
時
は
、
大
船
も
出
入
せ
り
、
古
は
港
口
深
広
に
て
、

唐
土
の
商
舶
来
て
互
市
せ
り
、
小
根
占
村
川
南
の
地
、
唐
人
屋
敷
と
唱
へ
、
市
坊
札
辻
通
り
を
唐
人
町
と

呼
ぶ
」 

 

○
参
考 

鹿
児
島
県
（
大
隅
国
）
小
根
占 

天
文
一
三
年(

一
五
四
四)

一
一
月
五
日
の
沙
弥
清
本
譲
状
案(

池
端
文
書)

「
嫡
子
弥
次
郎
重
尚(

清
尚
カ)

、
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於
小
禰
寝
港
唐
人
南
蛮
人
与
戦
之
時
、
中
手
火
矢
討
死
了
」
こ
の
港
に
唐
人
や
南
蛮
人
が
来
航
。 

 B

朝
鮮
人
系 

B
-1

壬
辰
倭
乱
・
丁
酉
再
乱
（
文
禄
慶
長
の
役
）
の
お
り
に
日
本
に
連
れ
て
こ
ら
れ
た
人
々
に
よ

っ
て
形
成
と
い
う
伝
承 

●
鹿
児
島
県
（
薩
摩
国
）
鹿
児
島
市
高
麗
町(

こ
う
ら
い
ち
よ
う) 

慶
長
三
年(

一
五
九
八)
島
津
義
弘
が
連
れ
て
き
た
高
麗
人
が
多
人
数
住
ん
だ
た
め
に
町
立
。
寛

文
三
年(

一
六
六
三)

当
町
居
住
の
朝
鮮
人
を
苗
代
川(

な
え
し
ろ
が
わ)(

現
東
市
来
町)

へ
移
す

（
文
政
六
年(

一
八
二
三)

「
立
野
並
苗
代
川
焼
物
高
麗
人
渡
来
在
附
由
来
記
」） 

 

●
愛
媛
県
（
伊
予
国
）
松
山
市
唐
人
町 

加
藤
嘉
明
が
慶
長
の
役
に
彼
の
地
か
ら
連
れ
帰
っ
た
朝
鮮
人
を
居
住
さ
せ
た
と
い
う
伝
承
が

あ
る
。
初
見
は
、
寛
永
四
年
（
一
六
二
七
）
の
松
山
古
城
絵
図
に
「
唐
人
町
」
と
あ
る
。
大
唐
人

町
、
小
唐
人
町
が
あ
る
。 

 

●
高
知
県
（
土
佐
国
）
高
知
市
唐
人
町 

文
禄
の
役
の
の
ち
長
宗
我
部
元
親
に
従
っ
て
土
佐
に
来
住
し
た
朝
鮮
慶
尚
道
の
秋
月
城
主
朴

好
仁
ら
三
〇
人
が
、
山
内
氏
入
国
直
後
に
こ
の
地
に
移
り
、
形
成
し
た
町
。
好
仁
は
表
口
八
間
、

裏
行
八
間
半
の
屋
敷
を
拝
領
、
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
二
月
二
日
付
で
藩
主
山
内
一
豊
よ
り
町

役
を
免
除
さ
れ
て
い
る
（
南
路
志
）
。
他
の
人
々
も
無
年
貢
の
屋
敷
地
を
与
え
ら
れ
、
さ
ら
に
豆

腐
専
売
（
六
八
座
と
い
う
）
の
特
許
を
受
け
た
。
そ
の
保
護
は
後
代
も
続
い
た
。
宝
永
元
年
（
一

七
〇
四
）
三
月
九
日
の
秋
月
弥
五
右
衛
門
覚
書
（
南
路
志
）
に
「
唐
人
共
よ
り
御
礼
」
と
あ
っ
て
、

唐
人
で
あ
る
と
意
識
し
て
い
る
。
秋
月
は
朝
鮮
由
来
の
苗
字
で
祖
父 

よ
う
に
名
前
は
日
本
化
し
て
い
る
。 

雤
天
時
に
は
柄
の
な
い
傘
を
か
ぶ
っ
た
と
い
い
、
こ
れ
は
朝
鮮
時
代
の
遺
風
と
い
う
。 

 

●
佐
賀
県
（
肥
前
国
）
唐
津
市
唐
人
町 

豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
の
と
き
連
れ
帰
っ
た
唐
人
を
住
ま
わ
せ
、
村
中
の
町
田
川
で
晒
布
を
さ

せ
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
晒
布
は
藩
政
期
に
も
続
け
ら
れ
、
江
戸
苧
・
唐
津
紫
麻
と
よ
ば
れ
て
珍

重
さ
れ
た
（『
肥
前
国
物
産
考
』）。「
唐
津
村
史
」
は
「
同
所
居
住
の
滝
下
姓
は
、
そ
の
子
孫
で
あ
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る
」
と
記
す
。 

 ●
熊
本
県
（
肥
後
国
）
熊
本
市
蔚
山(

う
る
さ
ん)

町 

町
名
は
文
禄
・
慶
長
の
役
の
後
、
朝
鮮
の
蔚
山
か
ら
連
れ
て
き
た
人
々
を
住
ま
わ
せ
た
こ
と
に

由
来
す
る
と
伝
え
る
が
、
詳
細
不
明
。 

 ●
熊
本
県
（
肥
後
国
）
人
吉
市
唐
人
町
・
七
日
町 

「
熊
風
土
記
」
に
よ
れ
ば
以
前
は
大
村
青
井(

あ
お
い)

社
の
門
前
に
あ
り
、
唐
人(

と
う
じ
ん)

町
と
も
称

し
、
町
名
の
由
縁
は
「
朝
鮮
陣
ノ
時
御
連
帰
リ
ノ
朝
鮮
人
ヲ
此
所
ニ
被
召
置
」
た
た
め
と
い
い
、「
今
七
日

町
緒
車
氏
子
孫
ノ
由
、
元
祖
ノ
墓
大
村
（
中
略
）
ニ
有
」
と
い
う
。 

  

B
-2

そ
れ
以
外
の
朝
鮮
人
居
住
に
由
来
す
る
も
の
が
あ
る
。 

●
佐
賀
県
（
肥
前
国
）
佐
賀
市
唐
人
町 

天
正
一
五
年
（
一
五
八
七
）
頃
に
高
麗
か
ら
大
風
で
筑
前
に
漂
着
し
た
宗
歓
一
家
が
、
や
が
て

佐
賀
に
住
む
よ
う
に
な
り
、
宗
歓
は
文
禄
・
慶
長
の
役
で
道
案
内
や
陶
工
の
招
聘
に
あ
た
っ
た
と

い
う
（
御
用
荒
物
唐
物
屋
勘
四
郎
由
緒
書
）。 

 

●
静
岡
県
（
伊
豆
国
）
三
島
市
唐
人
町 

慶
長
一
四
年(

一
六
〇
九)

の
朝
鮮
使
節
の
通
過
に
あ
た
っ
て
、
下
級
随
員
の
宿
泊
所
を
久
保
町
寄
り
の

地
内
に
設
け
た
こ
と
か
ら
唐
人(

と
う
じ
ん)

町
。
下
級
随
員
の
宿
泊
地
と
な
り
、
付
近
が
唐
人
町
と
称
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

●
福
岡
県
（
筑
前
国
）
福
岡
唐
人
町 

町
名
は
初
め
高
麗
人
が
居
住
し
て
い
た
こ
と
に
ち
な
む
と
い
う(

続
風
土
記)

。「
筑
陽
記
」
は
文
禄
・
慶

長
の
役
の
際
の
捕
虜
を
こ
の
地
に
居
住
さ
せ
た
と
し
、「
続
風
土
記
拾
遺
」
は
唐
船
の
停
泊
す
る
地
で
あ
っ

た
と
い
う
古
老
の
話
を
記
し
、
町
名
由
来
に
は
諸
説
が
あ
る
。B

-

１
の
可
能
性
も
あ
る
。 

 C

由
来
未
詳
・
不
明 

●
長
崎
県
（
肥
前
国
）
長
崎
市
・
新
高
麗(

し
ん
こ
う
ら
い)

町 
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●
長
崎
県
（
肥
前
国
）
長
崎
市
香
焼
島
唐
人
町 

寺
の
下(
て
ら
の
し
た)

に
唐
人
町
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
、
唐(

と
う)

ノ
船(

ふ
ね)

は
停
泊
地
の
跡

と
伝
え
る
。 

 

●
長
崎
県
（
肥
前
国
）
南
島
原
市
・
口
の
津
唐
人
町 

由
来
な
し 

 

●
熊
本
県
（
肥
後
国
）
玉
名
市
唐
人
町 

語
源
不
明 

 

●
熊
本
県
（
肥
後
国
）
熊
本
市
唐
人
町 

町
名
は
商
業
を
営
む
唐
人
（
中
国
人
）
が
住
ん
で
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
伝
え
る
。A

に
近
い
。 

 

●
宮
崎
県
（
日
向
国
）
飫
肥
・
唐
人
町 

未
詳 

 

● 

福
岡
県
（
筑
後
国
）
八
女
市
福
島
唐
人
町 

未
詳 


